
 

今号もなとり国際交流ニ

ュースレターをお読みいただ

きありがとうございました。 

 このニュースレターでは海外での交流体験だけ

でなく、市内で国際交流や多文化共生に関わってい

る方の活動や、名取にお住まいの外国人の方を紹介 

ニュース 

 

平
成
十
九
年
度
の
名
取
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
団
員
二
十
二
人
が
決
定
し
ま
し
た
。 

市
内
在
住
の
中
学
二
年
生
（
男
子
五
人
、
女
子
十
七
人
）
で
構
成
さ
れ
る
派
遣
団
は
、
十

二
月
十
五
日
（
土
）
か
ら
十
六
日
（
日
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

で
活
動
を
開
始
。
今
後
、
八
回
に
渡
る
事
前
研
修
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
心
構
え
な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
三
月
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
に
向
け
て
準
備
を
し
ま
す
。 

今
回
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

業
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の 

学
校
と
一
年
交
代
で
交
流
を

し
て
い
ま
す
。 

平
成
十
九
年
度
の
派
遣
先

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
ビ
ク
ト

リ
ア
州
モ
ナ
ッ
シ
ュ
市
に
あ

る

マ

ウ

ン

ト

ウ

エ

イ

バ

リ
ー
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
を
訪
問
し
ま
す
。 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合

宿
は
平
成
十
八
年
度
の
派
遣

事
業
か
ら
、
新
た
な
研
修
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

一
泊
二
日
の
集
団
生
活
を

通
じ
て
、
派
遣
事
業
の
目
的
や

心
構
え
を
学
び
、
派
遣
団
と
し

て
の
自
覚
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
海
外
派
遣
事
業
は
市

内
在
住
の
中
学
二
年
生
を
対 

象
と
し
て
い
る
た
め
、
団
員
た

ち
の
所
属
し
て
い
る
学
校
は 

市
内
五
つ
の
中
学
校
の
ほ
か
、

私
立
中
学
校
ま
で
様
々
で
す
。 

 

団
員
た
ち
は
ま
ず
、
自
己
紹

介
シ
ー
ト
を
作
っ
て
、
そ
の
内

容
を
五
分
間
で
ど
れ
だ
け
沢

山
の
人
に
紹
介
で
き
る
か
挑

戦
。
続
い
て
「
血
液
型
」
「
生

ま
れ
た
月
」
な
ど
が
同
じ
人
を 

名
取
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

と
は 名

取
市
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
は
次
世
代
を
担
う
青
少

年
の
育
成
を
目
的
に
、
平
成
三

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

カ
ナ
ダ
の
ダ
ン
ズ
ミ
ュ
ー

ア
中
学
校
と
の
交
流
を
皮
切

り
に
、
平
成
六
年
度
の
派
遣
事 

探
し
出
す
ゲ
ー
ム
で
緊
張
を

ほ
ぐ
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。 最

初
は
知
ら
な
い
者
同
士

で
よ
そ
よ
そ
し
い
雰
囲
気
で

し
た
が
、
知
り
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
笑
顔
に
な
り
、
違
う
中
学

校
の
生
徒
と
も
仲
良
く
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
各
班
を
一
つ
の

「
国
」
と
し
て
、
各
国
独
自
の

ル
ー
ル
や
習
慣
を
作
り
、
互
い

の
国
を
行
き
来
し
て
文
化
や 

習
慣
の
違
い
を
体
験
す
る
「
異

文
化
体
験
ゲ
ー
ム
」
で
、
言
葉

や
文
化
の
違
い
を
受
け
入
れ

る
こ
と
や
、
ど
の
よ
う
に
伝
え

れ
ば
伝
わ
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
青
年
海
外
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
の
講
義
や
平
成
十
七

年
度
派
遣
事
業
に
参
加
し
た

先
輩
た
ち
の
話
を
伺
う
な
ど
、

充
実
し
た
二
日
間
と
な
り
ま

し
た
。 

するなど、私たちの身近な話題も取り上げていきた

いと考えています。名取市の国際交流に関するご要

望もお待ちしております。 

【情報はこちらへ】〒981‐1292（住所記入不要） 
名取市総務部総務課広報広聴係 
電話 384-2111内線 317 FAX384-9030 
Eメール：soumu@city.natori.miyagi.jp 

名取市中学生海外派遣事業で交流を行って

いるカナダの「ジャーニー・ミドルスクール」

（ブリティッシュ・コロンビア州スーク市）

から20人の生徒がやって来ます。 

カナダの友達と家族ぐるみの心温まる交流

や、通訳ボランティアをしてみませんか。 

【来訪日程】 

平成20年3月16日(日)～21日(金)(予定) 

【申し込み方法】 

 名取市総務課広報広聴係に電話で申し込ん

でください。後日、関係書類をお送りします。 

※申込者は「名取市国際交流事業協力者」と

して市に登録していただきます。 

 応募多数の場合は、年齢の近いお子さんの

いるご家庭を優先させていただきますので、

ご了承ください。 

【応募締め切り日】 平成20年1月18日(金) 

※問い合わせは、総務課広報広聴係（電話

022-384-2111 内線317・327）へ。 

各コンクールともジャーニー・ミドルスクール

訪問団が選ぶ「ジャーニー・ミドルスクール賞」、

「国際交流実行委員会賞」のほか、全員に参加賞

があります。 

皆さんのご応募をお待ちしております。 

●絵画コンクール 

【応募対象】 市内に在住の人 

【テーマ・イメージ】「カナダ」 

（「カナダの人・動物・自然と仲良くしたい」など、

カナダへの思いを表現している絵） 

【規格】 画材や大きさは自由 

【部門】 

(1)一般の部（高校生以上） 

 (2)中学生の部 

 (3)小学校高学年の部（4年生～6年生） 

 (4)小学校低学年の部（1年生～3年生） 

※作品は各種行事などで展示するほか、市で発

行する刊行物・ホームページで紹介する場合があ

ります。作品は展示会終了後に返還します。 

●絵てがみコンクール 

【応募対象】市内に在住の人 

【テーマ・イメージ】 

 自由。（応募作品は返還せずに、カナダの生徒た

ちへのお土産とさせていただきます。） 

 

●各コンクールの応募方法 

 絵画は裏面に、絵てがみは作品を封筒に入れそ

の封筒に、住所、氏名、電話番号を記入の上、名

取市国際交流実行委員会事務局（総務課内）また

は各地区の公民館に提出してください。 

●各コンクールの応募締め切り日 

平成20年2月8日（金） 

●申し込み・問い合わせ 

名取市国際交流実行委員会事務局 

（総務部総務課広報広聴係内） 

電話022－384－2111内線317 

 FAX 022－384-9030 

 E-mail soumu＠city.natori.miyagi.jp 

 自己紹介ゲームのひとコマ。 

 自分の名前、ニックネーム、最

近うれしかった事の3つを、5分間

でなるべく多くの人に自己紹介す

るゲームです。お互いを知り合う

ことで、和やかな雰囲気が生まれ

ました。 



  

自己紹介のあとは班ごとに班の名前やトレードマー

クを決め、班と班員を紹介するポスターを作りました。 
「班の名前はオーストラリアに関係するもの」という

ルールでしたが「カモノハシ」「メリー」「パイナップル」

「プレーリードック」の４つの班ができました。 

このゲームでは各班が一つの国になり、独自

のルールや言葉を決めました。そして 1 人ずつ
互いの国を訪問し、交流をし合います。 
左は羊の「キング・メリー」を国民みんなが

敬愛する「メリー国」とそのルールです。ほか

の国から訪れた人は、メリー国独特の言葉や習

慣に「？？？」。それでも次第にその国になじん

でいきます。 
団員たちは「行った国のルールが分からなく

て不安だった」「戸惑った」「目を見たりなんと

なくコミュニケーションを取っていたら仲良く

なれた」「自分から話すのが大切」など、自分た

ちがオーストラリアで交流する際に役立つこと

を学んだようです。 

平成 17年度オーストラリア派遣団の先輩た
ち 7 人が、自分の体験談や派遣にあたっての
アドバイスを話してくれました。 
先輩たちからは「みんなで集まると、どう

しても日本人同士と話してしまっていた。そ

の時間をもっとオーストラリアの友達と過ご

せばよかったと思っている」「上手くいかない

ことがあっても切り替えが大切」など、ため

になる話を聞くことができました。 

平成 4年～5年の 2年間フィジーへ派
遣され、給水施設建設の技術指導などを

していた下山明広さんから、言葉も文化

も違うフィジーでどの様に仕事を進め、

現地の人たちに溶け込んだのか、国際交

流の意味とは何かなどについて、体験に

基づいたお話を伺いました。 

 今回の合宿に協力してくれた

平成17年度中学生海外派遣団員

から後輩へのメッセージです。 

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
英
語
が
あ
ま
り
話
せ
な
く
て
も

意
思
は
通
じ
る❢

と
言
う
こ
と
で
す❤

伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば

大
丈
夫
で
す
。
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね❢

 

み
ど
り
台
中
学
校
出
身 

古
川 

麻
衣
子
さ
ん 

こ
こ
で
体
験
し
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
。 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
の
生
徒
と
も
沢
山
友
達
に
な
っ
て

充
実
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
失
敗
を
恐
れ
な
い
で❢

 

み
ど
り
台
中
学
校
出
身 

 

伊
藤 

百
香
さ
ん 

体
験
し
た
こ
と
一
つ
ひ
と
つ
は
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
す❤

オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
沢
山
の
こ
と
を
楽
し
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。 

み
ど
り
台
中
学
校
出
身 

 

後
藤 

美
咲
さ
ん 

英
語
が
上
手
に
話
せ
な
く
て
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で
必
死
に
ア
ピ
ー
ル
す

れ
ば
通
じ
ま
す
♪
国
境
も
言
葉
の
壁
も
越
え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
で
き
て
く
だ
さ
い❤
❤

 

増
田
中
学
校
出
身 

 

洞
口 

裕
紀
さ
ん 

私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
成
功
し
た
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
失
敗
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
回
の
派
遣
で
は
納
得
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。 

み
ど
り
台
中
学
校
出
身 

 

髙
橋 

慧
さ
ん 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
会
話
が
重
要❢

単
語
だ
け
で

も
十
分
会
話
は
成
り
立
つ
の
で
、
自
分
か
ら
積
極

的
に❢

 

第
二
中
学
校
出
身 

 

武
田 

大
輝
さ
ん 

不
安
と
か
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
う
け
ど
、
研
修

な
ど
受
け
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
か
ら
、
心
配
し
な

い
で
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

無
事
に
笑
顔
で
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
ね

が
っ
て
い
ま
す❢
❢

 

第
二
中
学
校
出
身 

 

鎌
田 

芳
和
さ
ん 

  

平
成
十
九
年
度
名
取
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
で
訪
問
す
る
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ

リ
ー
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の
交
流
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

長
い
間
、
名
取
市
と
交
流
を
続
け
て
き
た
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー
校
と
は
、
ど
の
よ

う
な
学
校
な
の
で
し
ょ
う
か
。
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。 

平成 17年度の派遣事業の際（18年 4月）に、名取市とマウント
ウエイバリー・セカンダリーカレッジは交流協定を締結しまし

た。写真は同校の日本庭園で行われた調印式の様子です。 

広大な敷地に建つマウントウエイバリー

校。キャンパスはジュニア・スクールとミ

ドル／シニア・スクールの 2個所に分かれ
ています。 

家庭科の調理実習。一番右側は日本でも

見慣れたしょうゆのびん． 

日本文化を学習するための和室もありま

した。左からマウントウエイバリー校プロ

クター総長、所在地であるモナッシュ市の

バナージ市長、佐々木市長。 

日本の歴史を紹

介する教科書。詳

しく紹介されて

いますが、イラス

トはちょっと欧

米的…？ 

マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー
校
は

ど
こ
に
あ
る
の
？ 

マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー

校
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南

東
部
に
位
置
す
る
ビ
ク
ト
リ

ア
州
の
州
都
メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
、
車
で
東
に
四
十
分
程
度
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。
モ
ナ
ッ
シ

ュ
市
に
所
在
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
は
州
立
で
す
。 

学
内
は
七
年
生
と
八
年
生

（
日
本
の
中
学
一
年
・
二
年
生

に
あ
た
る
）
が
通
う
ジ
ュ
ニ

ア
・
ス
ク
ー
ル
と
、
九
年
・
十

年
生
の
ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
、

十
一
年
・
十
二
年
生
の
シ
ニ

ア
・
ス
ク
ー
ル
に
分
か
れ
て
い 

 

ま
す
。
緑
に
囲
ま
れ
た
気
持
ち

の
良
い
環
境
で
、
生
徒
た
ち
は

の
び
の
び
と
学
ん
で
い
ま
す
。 

日
本
語
教
育 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
Ｌ

Ｏ
Ｔ
Ｅ
（Languages other 

than English:

英
語
以
外
の

言
語
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
、

外
国
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー

校
で
は
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語

の
授
業
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
本
人
の
教
師
も

い
て
、
日
本
語
だ
け
で
は
な
く

日
本
文
化
も
熱
心
に
教
え
て

い
る
と
の
こ
と
。
学
校
内
に
は 

和
室
と
日
本
庭
園
も
あ
り
、
日

本
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。 

 

な
お
、
平
成
十
八
年
四
月

に
、
名
取
市
と
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ

イ
バ
リ
ー
校
は
こ
れ
ま
で
双

方
の
話
し
合
い
で
行
っ
て
き

た
交
流
を
正
式
に
「
交
流
協
定

書
」
と
し
て
ま
と
め
、
将
来
に

向
け
て
の
更
な
る
交
流
を
約

束
し
ま
し
た
。
今
後
も
ま
す
ま

す
友
情
が
深
ま
る
で
し
ょ
う
。 

来
年
三
月
の
名
取
の
生
徒

た
ち
の
冒
険
談
は
、
今
後
、
国

際
交
流
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な

ど
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。 


